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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成23年11月24日(2011.11.24)

【公表番号】特表2011-501058(P2011-501058A)
【公表日】平成23年1月6日(2011.1.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-001
【出願番号】特願2010-529275(P2010-529275)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｃ  19/18     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  19/49     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  33/36     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  43/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｃ  19/18    　　　　
   Ｆ１６Ｃ  19/49    　　　　
   Ｆ１６Ｃ  33/36    　　　　
   Ｆ１６Ｃ  43/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月6日(2011.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いにＯ型に配列された２個のアンギュラコンタクト玉軸受（７）を備えたころがり軸
受において、
　各アンギュラコンタクト玉軸受（７）に１列の転動体列がそれぞれ付設され、該転動体
列が前記アンギュラコンタクト玉軸受（７）と共通のインナーレースを備え、その場合に
、前記両転動体列が互いに対向する内側の軸受列（８）を形成していることを特徴とする
ころがり軸受。
【請求項２】
　形成された２個の軸受対（４）が共通のアウターレース（６）を有することを特徴とす
る請求項１記載のころがり軸受。
【請求項３】
　前記軸受対（４）のそれぞれが個別のアウターレース（６）を有することを特徴とする
請求項１記載のころがり軸受。
【請求項４】
　前記内側の軸受列（８）がアンギュラコンタクト玉軸受として形成されていることを特
徴とする請求項１～３のいずれか１項記載のころがり軸受。
【請求項５】
　前記軸受対（４）のそれぞれがタンデム玉軸受として形成されていることを特徴とする
請求項１～４のいずれか１項記載のころがり軸受。
【請求項６】
　前記内側の軸受列（８）のボール（９）が、外側の軸受列を形成するアンギュラコンタ
クト玉軸受（７）のボール（９）よりも小さいことを特徴とする請求項１～５のいずれか
１項記載のころがり軸受。
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【請求項７】
　前記内側の軸受列（８）の軌道円直径が前記外側の軸受列の軌道円直径に等しいかまた
はそれよりも小さいことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項記載のころがり軸受。
【請求項８】
　前記内側の軸受列（８）の転動体が樽形ころ（１２）として形成されていることを特徴
とする請求項１～３のいずれか１項または請求項７記載のころがり軸受。
【請求項９】
　前記内側の軸受列（８）の転動体が円筒ころ（１３）として形成されていることを特徴
とする請求項１～３のいずれか１項または請求項７記載のころがり軸受。
【請求項１０】
　前記樽形ころ（１２）が、両側を平らに形成された２個のボールから構成されているこ
とを特徴とする請求項８記載のころがり軸受。
【請求項１１】
　前記樽形ころ（１２）または前記円筒ころ（１３）がラジアル軸受の態様で作動される
ことを特徴とする請求項８または９記載のころがり軸受。
【請求項１２】
　外側の軸受列を形成するアンギュラコンタクト玉軸受（７）のボール（９）の、前記こ
ろがり軸受（３）の縦軸線に対して横方向に向いたラジアル軸に関連づけられた支持角度
（α）が、アンギュラコンタクト玉軸受の態様で配置された内側の軸受列（８）のボール
（９）の支持角度よりも大きいことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項記載のころ
がり軸受。
【請求項１３】
　請求項１記載のころがり軸受を予め組み立てる方法であって、
　先ず最初に外側の軸受列を形成する前記アンギュラコンタクト玉軸受（７）のボール（
９）を、前記インナーレース（５）上に置き、前記内側の軸受列（８）の転動体を前記ア
ウターレース（６）内に置き、その後、前記ボール（９）を組み付けたインナーレース（
５）を前記アウターレース（６）内に押し込み、かつ前記インナーレース（６）を突き合
わせシール（１０）に連結することを特徴とする、ころがり軸受を予め組み立てる方法。
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